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１ 災害救護対応  

 

 

 国内において大規模災害等が発生した場合、日本赤十字社は、以下の災害救護活動

を行います。 

（１）医療救護 

（２）新型コロナウイルス感染症関係 

（３）こころのケア 

（４）救援物資の備蓄と配分 

（５）災害時の血液製剤の供給 

（６）義援金の受付 

 これらの災害救護活動は、赤十字事業の最重要事業の１つです。 

 また、このほかにも、住民の方々の様々なニーズに応じた活動を展開することとし

ています。 

 

（１）医療救護 

日本赤十字社は、医療救護を展開するため、全国の都道府県支部に４８９班、その

うち和歌山県支部に７班（１班あたりの編成は医師１人、看護師４人、薬剤師１人、

主事１人）の常備救護班を編成し、災害時の初期医療から中長期にわたって被災地

で活動を行える体制を備えています。 

また、和歌山県と災害派遣医療チーム（DMAT）の派遣協定を締結しており、県から

の派遣要請に備えています。現在、和歌山県支部では４チーム（原則、１チームあた

りの編成は、医師１人、看護師３人、業務調整員１人）、計２２人の隊員が登録して

います。 

さらに、日本赤十字社が行う災害救護活動に関する調整や、自治体、他の医療チー

ムとの連携、調整業務等を行う、日赤災害医療コーディネートチームを２チーム（１

チームあたりの編成は、コーディネーター１人・コーディネートスタッフ２人）登

録しています。 
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なお、災害が発生した際に円滑に救護活動が行えるよう、令和３年度は、以下のと

おり訓練、研修を実施しました。 
  

訓練・研修名 開催場所 参加者（人） 

近畿地方ＤＭＡＴブロック訓練 和歌山県 １７ 

三重県ＤＭＡＴ訓練 三重県 ４ 

和歌山県支部常備救護班研修 和歌山医療センター ４９ 

近畿地方ＤＭＡＴロジスティクス研修 和歌山県（Ｗｅｂ開催） ４ 

日赤災害医療コーディネートフォローアップ研修 本社（Ｗｅｂ開催） ７ 

ＤＭＡＴ養成研修 兵庫県 ３ 

ＤＭＡＴ技能維持研修 大阪府 ２ 

 

（２）新型コロナウイルス感染症関係 

県民向けに、新型コロナウイルス感染症セミナー「新型コロナウイルス３つの顔

を知ろう」～負のスパイラルを断ち切るために～ を実施しました。 

セミナーでは、新型コロナウイルスは３つの顔（病気自体、不安、差別）を持っ

ており、これらが負のスパイラルとして繋がることで、さらなる感染の拡大に繋が

っていくことを理解し、この負のスパイラルを断ち切るための知識の普及に努めま

した。 
  

開催場所 実施日 対象者 受講者数（人） 

岩出市 ７月１３日 地域住民 ７０ 

 

（３）こころのケア要員及び指導員の育成 

大規模災害が発生した場合、多くの死傷者の発生や家屋の倒壊、ライフラインの

途絶等の様々な要因により、被災者は複雑なストレス状態に陥ります。 

日本赤十字社は、被災者の健康や身近な悩みなどを傾聴し、不安の軽減とストレ

ス緩和に向けた働きかけを行うことを目的として、被災地の避難所や地域で活動す

るこころのケア要員を派遣します。 

令和３年度は以下の研修を実施し、こころのケア要員及び指導者を養成しました。 

 

◇こころのケア研修状況◇ 

研 修 会 名 実 施 日 実 施 場 所 養成者数 

こころのケア研修 １月２８日 ／ ２月４日 和歌山医療センター １３人 

こころのケア指導者養成研修会 ２月１１日～１３日 本社（Ｗｅｂ開催） １人 
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（４）救援物資の備蓄と配分 

大規模災害の発生時には県市町等と協議・調整を

行い、当支部救護倉庫及び地区分区に備蓄している

毛布や緊急セット等の救援物資を、被災された方々

に届けられるようにしています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急セット 

 

（５）災害時の血液製剤の供給 

 血液製剤の確保と医療機関への供給体制を整え、災害時に円滑に供給が行えるよ

うに努めました。 

 

（６）義援金の受付 

令和３年度において、国内で発生した大規模災害の被災者を支援するために受け

付けた義援金は、以下のとおりです。 

※ 表中（ ）内の金額及び件数は、該当する義援金の受付開始からの累計を示しています。 

 義援金名 
受付件数 

(累計件数) 

受付金額 

（累計金額） 

1 平成３０年 7 月豪雨災害義援金 
１件 

(137件) 

10,060円 

(31,437,656円) 

2 令和２年７月豪雨災害義援金 
４件 

(６８件) 

77,570円 

(4,458,859円) 

3 令和３年２月福島県沖地震災害義援金 
１件 

(２件) 

30,025円 

(45,130円) 

4 令和３年７月大雨災害義援金 ６件 144,726円 

5 令和３年台風第９号等大雨災害義援金 ２件 28,199円 

6 令和３年８月大雨災害義援金 ７件 237,880円 

7 令和４年３月福島県沖地震災害義援金 ２件 2,033円 
 合   計 ２３件 530,493円 

品  目 備 蓄 数 

毛布 2,935 枚  

緊急セット 1,068セット 

安眠セット 270セット 

タオルケット 1,200 枚  
＜救援物資備蓄数（令和 4 年３月末現在）＞ 
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受け付けた義援金は全額、被災都道府県に設置された義援金配分委員会に送金し、

市町村を通じて被災された方々へ届けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）その他 

① 小災害見舞品の配分 
火災などの小災害(※１)発生時には、その状況に応じて、毛布や緊急セット等

の災害見舞品を地区分区を通じて配付します。 

令和３年度は、毛布２９枚、緊急セット１７個を配布しました。 

 

 御 

坊 

市 

田 

辺 

市 

新 

宮 

市 

伊 

都 

郡 

有 

田 

郡 

海 

草 

郡 

東 

牟 

婁 

郡 

合 

計 

毛   布 ０ ４ １０ ２ ４ ６ ３ ２９ 

緊急セット １ ３ ４ １ ２ ３ ３ １７ 

（※１）小災害とは、火災や風水害等に起因する被害が災害救助法の適用に至らない規模の災害をいいます。 

 

〈配分基準〉 

品 目 配 分 基 準 配 分 数 

毛  布 

（１）小災害で住家が全焼、全壊、流失した世帯 

（２）半焼、半壊、床上浸水であっても長期間寝具等が使用不能

であることが予想される世帯 

原則として被災者 

１人あたり１枚 

緊急セット 

（１）小災害で住家が全焼、全壊、流失、半焼、半壊、床上浸水

した世帯 

（２）避難所等に避難を要する世帯 

原則として１世帯 

（４人）あたり１個 

 

② 災害救護装備等の充実 
ア．災害救護倉庫の機能強化 

⑴ 物資の収納力を増やすため、備品庫を整備しました。 

⑵ 災害時の限られた電力の消費抑制のため、LED 照明を設置しました。 

⑶ 防犯強化、砂塵侵入防止のため、パーテーション（間仕切り）を設置

しました。 
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イ．支部災害対策本部の機能強化 

   災害対策本部での会議の際に本部内を仕切れるよう、日赤会館３階大会

議室内にパーテーション（間仕切り）を設置しました。 

 

   ウ．救護装備の整備 

      常備救護班の活動に必要となる以下の資機材を整備しました。 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

エ．赤十字救護看護師の養成 

通常の看護だけでなく、国内外での自 

然災害や紛争に際し、救護業務に従事で 

きる赤十字救護看護師の養成を支援しま 

した。 

 

③ 防災・減災セミナーの実施 

南海トラフ地震等の大規模災害に備え、県内各地で住民の方々を対象とした

防災・減災セミナーを実施しました。 

このセミナーは、「自分の命は自分で守る、地域の安全はみんなで守る」こと

を主眼に置き、発災時の行動に役立てられるよう開催しているものです。 

なお、現在、セミナー講師は５人（職員２人・ボランティア講師３人）となっ

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 機 材 名 整備数 

救護用ノートパソコン １台 

救護用長靴 ５足 

救護用短靴 １０足 

救護活動用 AED １台 

開 催 地 実施日 対象者 受講者数（人） 

岩出市 ６月２６日 地域住民 １０８ 
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２ 国際活動 

 

 

（１）国際救援活動 

国外で続発している自然災害等の被災者や難民の支援のため、また被災地の復興

支援活動や保健衛生・災害対策などのため、以下のとおり和歌山医療センターから

医療救援スタッフを現地に派遣し、緊急救援活動を行いました。 

 

事 業 名 派 遣 地 域 職 種 派遣期間 

パレスチナ赤新月社医療支援事業 
レバノン共和国 ＜ﾘﾓｰﾄ派遣＞ 医 師 １５１日 

レバノン共和国（ﾍﾞｲﾙｰﾄ） 医 師 ３９日 

ハイチ地震救援事業 ハイチ共和国（ﾚｲｶ） 薬剤師 ５０日 

南スーダン紛争犠牲者救援事業 南スーダン共和国（ｼﾞｭﾊﾞ） 看護師 １９８日 

 

（２）海外救援金の受付 

海外で発生した大災害の被害者や紛争による難民などを支援するために受け付け

た海外救援金は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このうち、「ＮＨＫ海外たすけあい」については、令和３年１２月１日から２５日

まで、日本放送協会（ＮＨＫ）及びＮＨＫ厚生文化事業団との共催で、キャンペーン

を実施しました。 

キャンペーンでは、県内各赤十字奉仕団の協力を得るとともに、ＮＨＫ和歌山放

送局内に受付窓口を設置して、ご協力をいただけるようお願いしました。 

お寄せいただいた海外救援金は、日本赤十字社や国際赤十字、被災国の赤十字社・

赤新月社が現地で行う救援活動・復興支援活動などの資金として活用されます。 

                                                                     

（３）安否調査 

武力紛争や、家族の離散等によって行方不明になっている身内の安否確認の依頼

に対し、行方不明者の所在等の情報の収集に努めています。 

 海外救援金名 受付件数 受付金額 

1 青少年赤十字１円玉募金 2件 20,382円 

2  ＮＨＫ海外たすけあい  1,203件  2,520,679 円  

3 トンガ大洋州噴火津波救援金 1 127,418円 

4 中東人道危機救援金 2 102,000円 

5 ウクライナ人道危機救援金 32 4,979,978 円 

 合   計 1,240件 7,750,457円 
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３ 赤十字奉仕団組織の強化 

 

 

（１）地域赤十字奉仕団 

① 赤十字奉仕団組織の強化 

県内の地区分区単位に結成されている奉     

仕団及び団員数は、令和３年度末現在、４９  

団、５，９４６人となっており、赤十字の理 

想とする人道的な活動や地域の福祉と人々 

の相互理解を育む奉仕活動を積極的に実践 

していただきました。 

 県支部からは、地域に密着した奉仕活動を展開し、奉仕団活動がより一層充実

したものとなるよう働きかけました。 

 

地域赤十字奉仕団結成状況は、別表(９頁に掲載)のとおりとなっています。 

 

② 赤十字奉仕団委員長会議の開催 

新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、赤十字事業や奉仕団活動の連 

携と情報共有を図るため、以下のとおり奉仕団委員長会議を開催しました。 

第１回 令和３年 ７月１５日（本県支部にて開催） 

第２回 令和３年１１月３０日（本県支部にて開催） 

※ 令和３年４月に開催を予定していた分は、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため中止しました。 

 

  ③ 赤十字奉仕団委員長研修の開催 

    ７月及び１１月に開催した奉仕団委員長会議の後、それぞれ血液センター所長

及び健康生活支援講習指導員による講習を行いました。 

 

④ 赤十字奉仕団員研修会の中止 

    所属奉仕団の今後の活動を率先する団員を育成することを目的として、日帰り 

日程による奉仕団員研修会を計画していましたが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止しました。 
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⑤ 和歌山県赤十字奉仕団大会の開催 

日頃の奉仕団員の活動を称え、特に功労顕著な委員長や団員に対して各種功労

表彰を贈呈する奉仕団大会を計画していましたが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止しました。 

 

⑥ 広報紙「奉仕団だより」の作成 

平成２６年度から毎年継続して発行 

している「和歌山県奉仕団だより」の第 

８号を発行し、県下の全赤十字奉仕団 

員および関係者に配付しました。 

 

 

 

  ⑦ 特集広報紙の作成 

    広く赤十字奉仕団の活動を知っていただき、赤十字ボランティア活動に参加 

していただける方を募集するため、例年１１月に発行している広報紙「日赤和 

歌山」を『ボランティア特集』と題して作成し、県民の皆様に配布（回覧）す

るとともに、赤十字会員の方々や赤十字関係者に配布しました。 

        記事では、赤十字ボランティアの種類ごとに、その規模（団員数）、所在分布、

及び主な活動内容を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

  【別表】 
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（２）青年赤十字奉仕団 

青年赤十字奉仕団は、社会人や学生等で構成されており、当支部には近畿大学生

物理工学部に結成された「近畿大学生物理工学部学生赤十字奉仕団」、及び和歌山大

学に結成された「和歌山大学和歌山ＡＳＥＡＮプロジェクト学生赤十字奉仕団」があ

ります。 

各奉仕団の結成状況及び活動・研修会については以下のとおりです。 

 

◇青年赤十字奉仕団結成状況◇ 

 

◇主な活動・研修会◇ 

 

 

 

団    名  （ ）内は略称 
男 

（人） 

女 

（人） 

合計 

（人） 

近畿大学 生物理工学部学生赤十字奉仕団（近大学生奉仕団） ９ １４ ２３ 

和歌山大学 和歌山ＡＳＥＡＮプロジェクト学生赤十字奉仕団（ＷＡＰ奉仕団）  １５ １７ ３２ 

活動・研修会名 
開催 

方法 

活動奉仕団名 

（略称） 

人数 
内  容 

和歌山県青年赤十字 

奉仕団基礎研修会 
Web 開催 

近大学生奉仕団 

ＷＡＰ奉仕団 
13人 基礎研修 

第４ブロック青年赤十字 

奉仕団リーダー養成研修会 
Web 開催 

近大学生奉仕団 

ＷＡＰ奉仕団 
3人 リーダー養成研修 

第４ブロック青年赤十字 

奉仕団防災学習 
Web 開催 近大学生奉仕団 1人 防災研修 

ＮＨＫ海外たすけあい 

募金活動 
 ＷＡＰ奉仕団 26 人 

学内での募金活動 

(募金額 22,329 円) 
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（３）特殊奉仕団 

① 和歌山県赤十字特別救護隊  

昭和３９年にアマチュア無線の有資格者により結成された特殊赤十字奉仕

団で、災害時の救援、輸送及び通信を主な目的として活動しており、現在、６

つの地域に分隊が置かれ、合わせて５０人が隊員として登録しています。 

 

◇和歌山県赤十字特別救護隊構成状況◇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇主な活動状況◇  

訓練・研修会名 実施場所 実施日 内容 

アマチュア無線全国通信訓練 支 部  １１月７日 アマチュア無線通信訓練  

大新小学校校内トレセン支援 大新小学校 １１月４日 炊出し支援等 

無線伝搬訓練 和歌山市 他県内２箇所 
１２月１７日 
      １８日 

赤十字無線伝搬訓練 

 

② 障害者支援赤十字奉仕団 

平成１６年に結成され、現在１１人から成る障害者支援赤十字奉仕団「グル

ープあかり」は、県内の盲学校やボランティアグループ等と連携し、視覚障害児

童・生徒への支援活動を行っています。 

令和３年度も視覚障害により市販

の本を読むことが困難な児童等のた

めに、文字や絵を大きくして見やすく

工夫した拡大写本や布絵本などの作

品を手作りで製作し、支援学校や障害

児施設等に寄贈しました。 

また、こうした取り組みが評価され、

「令和３年度和歌山県知事表彰」を受賞

しました。 

分隊名 
隊員数

（人） 

紀  北 １３ 

和歌山 １１ 

有  田 １１ 

中  紀 １ 

紀  南 ５ 

泉 ９ 

計 ５０ 
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◇今年度の主な製作品◇ 

作 品 名 作品数 

季節のタペストリー 春 １ 

季節のタペストリー 夏 １ 

布絵本「ハートラちゃん」のおはなし １ 

布絵本「だるまさんと」（点字付き） １ 

「防災教室」 １ 

 

③ 和歌山県青少年赤十字賛助奉仕団 

平成１６年に結成された和歌山県青少年赤十字賛助奉仕団は、小・中・高等学

校の退職教員１８名により組織されています。 

当奉仕団は、青少年への赤十字理念の普及を図るため、小・中・高等学校に対

する青少年赤十字への加盟促進、青少年赤十字活動支援を行っています。 

令和３年度は、大新小学校校内トレーニングセンターで「青少年赤十字につい

て」「ロープワーク」等の指導を行いました。 

また、参加を予定しておりました第４（近畿地区）ブロック青少年赤十字賛助

奉仕団交流研修会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催が中止とな

りました。 

 

  ④ 和歌山県安全赤十字奉仕団 

    令和３年１１月に、救急法、水上安全法、幼児安全法、健康生活支援講習の指

導員２８名により、新たに和歌山県安全赤十字奉仕団が結成されました。 

当奉仕団は、支部が実施する各種講習において中心的な役割を担い、人命を救

うための方法、健康で安全に暮らすための知識や技術を広く普及することを目

的に活動しています。 

指導員間の連携を強化して指導技術の向上を図り、より質の高い講習を行え

るように努めております。 

 

（４）赤十字個人ボランティア 

災害時の支援活動や講習会での指導な

ど赤十字が行う活動を自主的に支援して

くださる個人ボランティアの募集を行っ

ています。 

令和３年度は、９人を新たにボランティ

アとして登録しました。 

登録数は、右表のとおりとなっており

ます。 

 

活動内容 人数 

防災減災講習での指導者 １ 

災害時の活動支援等 １０ 

青少年活動、レクリエーション指導 等 ４ 

筆耕 １ 

車両（大型、自動二輪）運転 １ 

慰問活動（剣舞、カードセラピー） ２ 

通訳（ベトナム語） １ 

カメラ・ドローンでの活動写真撮影 １ 

計 ２１ 
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４ 青少年赤十字 
 
 

（１）青少年赤十字加盟校と青少年赤十字メンバー 

青少年赤十字は、将来を担う子供たちが赤十字を正しく理解し、思いやりの心を

身に付け、世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう、教師が指導者となり学校教

育の中で進められる青少年育成事業です。 

令和４年３月末現在で、和歌山県内の８９校（園）が加盟しており、２３，１９３

人のメンバーが活動に参加しています。 

 

 令和３年度 令和２年度 

県内学校数 

（校） 

加盟校数 

（校・園） 

加盟率 

（％） 

メンバー数 

（人） 

県内学校数 

（校） 

加盟校数 

（校・園） 

加盟率 

（％） 

メンバー数 

（人） 

幼稚園・保育所 １１５ １０ 8％ 1,199 １１５ １０ 8％ 1,245 

小学校 ２４８ ２７ 11％ 8,127 ２４８ ２７ 11％ 7,861 

義務教育学校 １ １ 100％ 746 １ １ 100％ 744 

中学校 １２８ １０ 8％ 1,703 １２８ １０ 8％ 1,743 

高等学校 ５０ ４０ 80％ 11,240 ５０ ４０ 80％ 11,387 

特別支援学校 １２ １ 8％ 178 １２ １ 8％ 168 

合計 ５５４ ８９ 16％ 23,193 ５５４ ８９ 16％ 23,148 

※ 県内学校数は文部科学省発表『学校基本調査（確定値）』による。 

※ 加盟率は県内学校数に対する青少年赤十字加盟校数の比率。 

  

（２）和歌山県青少年赤十字リーダーシップ・トレーニングセンターの開催 

赤十字の人道・博愛の精神に基づいて、「気

づき、考え、実行する」という行動目標を、宿

泊型の研修の中で身に付けるものです。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため宿泊型での開催は中止し、大新小学

校内にて一日開催で行いました。 

 

 

 

開催日 開催内容 開催地 参加者 

１１月４日 大新小学校校内トレーニングセンター 大新小学校 ５、６年生 ４１人 
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（３）和歌山県青少年赤十字高校生研修会の開催 

赤十字への理解を深め、青少年赤十字活動の活性化を図るため、県内加盟校の高

校生メンバーを対象とした研修会を開催しています。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下のとおりＷｅｂに

て開催しました。 

 

開催日 開催内容 開催地 参加者 

３月２６日 南海トラフ地震に備えて（Ｗｅｂ開催） Ｗｅｂ開催 加盟校生徒１４人 

 

（４）青少年赤十字スタディー・プログラムの開催 

スタディー・プログラムは、青少年赤十字活動の中心となる高校生メンバーの育

成を図るために、グループワークや実習を通じて、自主的・積極的な行動によりグ

ループ活動とリーダーシップの能力を身に付けることを目的として開催しています。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Ｗｅｂで開催しました。 

 

開催日 開催内容 開催地 参加者 

１２月２５日 

   ２６日 
青少年赤十字スタディー・プログラム 支 部 

信愛高校   １８人 

和歌山北高校 ２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）和歌山県青少年赤十字指導者協議会 

青少年赤十字指導者協議会は、加盟校の校長や教諭等で組織され、加盟校での青

少年赤十字活動の指導法や普及促進などについて協議し、加盟校間の連携を図って

います。 

令和３年度は、５月１１日に和歌山県青少年赤十字指導者協議会総会を開催し、

令和３年度の青少年赤十字の取り組み等について協議しました。 

また、６月２９日には青少年赤十字全国指導者協議会へ参加し、「コロナ禍におけ

る青少年赤十字の取り組みと今後の課題」「青少年赤十字活動報告」等についてグル

ープディスカッションを交えて協議しました。 
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５ 赤十字各種講習 

 

 
人命を救う方法や健康で安全に暮らすための知識と技術を、ひとりでも多くの方に

知っていただくため、救急法等の各種講習を行いました。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止策として、接触を伴う実技指導を

控え、密集を避けるために参加人数を制限して実施しました。 

 

（１）救急法 

不慮の事故や急病の発生に際し、直ちに手当が必要な傷病者

に対する救命手当の方法（胸骨圧迫や人工呼吸の方法、ＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の使用方法）を習得する「救急法基礎

講習」、医師に引き渡すまでに病状の悪化を防ぐための応急手

当の方法（急病やけがの手当、搬送方法等）を習得する「救急

法救急員養成講習」、及びこれら両講習の内容の一部を選択し

て講習時間を短縮した「救急法短期講習」を以下のとおり実施

しました。 

 

◇救急法講習の実施状況◇ 

講 習 名 実 施 実施回数 受講者数(人) 修了者数(人) 養成者数(人) 

救急法基礎講習 ５月～１月 ９ １２６ １２６ １２６ 

救急法救急員養成講習 ８月～１２月 ３ ６９ ６９ ６９ 

救急法短期講習 ５月～３月 ４４ １,１１８ － － 

合 計  ５６ １,３１３ １９５ １９５ 
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（２）水上安全法  

水の事故から人命を守るために必要な方法（泳ぎの基本と自己保全、事故防止、溺

れた人の救助、応急手当の方法）を習得する「水上安全法救助員養成講習」及び講習

の内容の一部を選択して講習時間を短縮した「水上安全法短期講習」を以下のとお

り実施しました。 
 

◇水上安全法講習の実施状況◇ 

講 習 名 実 施 実施回数 受講者数(人) 修了者数(人) 養成者数(人) 

水上安全法救助員養成講習 ７月 １ ６ ５ ５ 

水上安全法短期講習 ７月～１２月 ９ １５３ － － 

合 計  １０ １５９ ５ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）健康生活支援講習 

高齢者の支援、自立に向け役立つ介護技

術や、高齢期を迎えた方にも役立つ健康維

持の知識を習得するための「健康生活支援

短期講習」を実施しました。 

 

 

 

 

 

◇健康生活支援講習の実施状況◇ 

講 習 名 実 施 実施回数 受講者数(人) 

健康生活支援短期講習 １１月 １ ４２ 
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（４）幼児安全法講習 

子どもに起こりやすい事故や病気の予防と手当を習得する「幼児安全法短期講習」

を実施しました。 

 

◇幼児安全法講習の実施状況◇ 

講 習 名 実 施 実施回数 受講者数(人) 

幼児安全法短期講習 ８月～１月 ６ ４８１ 
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６ 会員の増強と活動資金の増収 

 

 
（１）会員の増強 

   日本赤十字社が行う活動は、会員をはじめとした多くの方々からいただく活動

資金によって運営されています。 

一人でも多くの皆様に会員に加入していただくよう、日本赤十字社への理解や

協力を促すため、５月の赤十字運動月間にあわせて、広報紙の発行やテレビＣＭ、

ポスター掲示等の啓発活動に努めました。 

 

（２）活動資金の増収 

  ① 地区分区扱いの活動資金増収 

    活動資金増収方策として、支部が作成した活動資金募集資材を各地区分区か

ら、募集活動をお手伝いいただく自治会長や班長へ配付してもらい、募集活動

をお願いしました。 

 

   ② 支部扱いの活動資金増収 

 支部扱いの活動資金は、近年、僅かながら増加傾向にありますが、なお一層 

の増収方策として、赤十字に関心を持っていただけるように、広報資材や媒体 

を活用して、赤十字活動資金へのご協力のお願いに努めました。 

  主な活動資金の増収方策は、以下のとおりです。 

 

ア．ダイレクトメールの送付 

赤十字活動にご支援をいただけるよう、県内の個人や法人、会員などに対

して、活動資金寄付協力広報紙「日赤和歌山」と郵便払込用紙を同封したダイ

レクトメール 23,590 通（法人 18,092 件、個人 5,498 件）を発送し、活動資

金の増収に努めました。 

 

イ．寄付金付自動販売機の増設 

飲料販売業者と連携して、県内の企業や個人商店等 

  に設置協力の依頼に努めました。 

  引き続き設置協力のお願いをしてまいります。 

  現在、県内に設置協力をいただいている総数は１２ 

台（６企業・３施設）です。 

 

 



19 

 

ウ.赤十字善意箱の増設 

個人・法人の皆様の会社窓口や店頭等に赤 

十字善意箱（募金箱）設置の協力に努めまし 

た。 

引き続き、善意箱の設置拡充に努めてまい 

ります。 

 

エ．遺贈・相続財産の寄付 

近年、故人のご遺志により、自分の築いた財産を寄付する「遺贈」、ご遺族

の方が相続した財産を寄付する「相続財産の寄付」を赤十字へ寄付していた

だける尊いお申し出が増えております。 

令和３年度におきましては、相続財産寄付２件のお申し出がありました。 

引き続き、専用パンフレットを活用して、遺贈寄付等への受付に努めてま

いります。 
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（３）活動資金の推移 

前記のとおり活動資金の増収に努めた結果、令和３年度は県内の個人、法人及

び団体等から 182,626 千円のご支援をいただきました。 

令和２年度は、例年にない高額の大口寄付が突出した額となりましたが、令和

３年度においても、例年対比で堅調な額の資金の確保となりました。 
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７ 広報活動の強化 

 

 

（１）赤十字の広報活動 

① 広報紙「日赤和歌山」発行 

    当支部の活動報告と活動資金の増強の理解を広げるため、令和４年２月、広報

誌「日赤和歌山」を発行し、県民の皆様に配布（回覧）するとともに、赤十字会員

の方々や赤十字関係者等に配布しました。 

 

【２月発行 日赤和歌山】 

                           

 

 

 

 

 

 

「外面」              「中面」 

 

② 赤十字ＮＥＷＳの配付 

本社が毎月発行する「赤十字ＮＥＷＳ」を赤十字活動の広報誌として、支部役

員、評議員、地区分区長、奉仕団委員長、和歌山県日赤有功会員、青少年赤十字

加盟校等へ配布しました。 

赤十字会員の方々に対しましても、予算概要及び決算概要について報告させ

ていただくために、赤十字ＮＥＷＳを令和３年４月と、令和３年９月に送付し

ました。 

 

③ 全国統一会員誌の配付 

日本赤十字社初の全国統一会員誌として令和３年７月に創刊された「Cross 

com-BOOK」を、赤十字会員の方々に配付しました。 

会員誌は、赤十字の活動を支えてくださる会員の方々に、そのご支援がどの

ような活動に結びついているかを伝えるとともに、会員からのメッセージを掲

載するなど、会員と赤十字をつなぐものとなることを目指すものです。 
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④ 赤十字ふれあい広場（仮称）の開催中止 

  県民の方々にもっと赤十字を身近に感じていただくために、上記イベントを 

和歌山市内の大型ショッピングセンターで開催する予定でしたが、新型コロナ 

ウイルス感染症拡大防止のため中止しました。  

 

⑤ 公共団体等主催の各種イベントへの出展の中止 

  「和歌山商工まつり」や「食と暮らしの大博覧会」等のイベントに参加し、

日本赤十字社公式キャラクター「ハートラちゃん」とのふれあい、赤十字活動

パネルの展示、救急法等の講習を通して、赤十字事業と活動資金募集のＰＲを

行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

 

⑥ ホームページによる広報活動 

当支部のホームページに適宜活動状況等を掲載し、幅広い方々に対して新着

情報を提供するとともに、赤十字事業と活動資金募集のＰＲに努めました。 

 

⑦ 路線バスの車内広報活動 

南海和歌山市駅や和歌山市内１５ヶ所の停留所名をバス内で案内した後、音

声放送及び映像広告を年間約８７万回放映し、赤十字活動資金募集のＰＲを行

いました。 

            

   

                    年間約８７万回を放映(１５停留所) 

 

⑧ テレビＣＭによる広報活動 

「夏の高校野球和歌山大会」開催期間中は、スポンサー契約のもと、赤十字活 

動と活動資金募集のテレビＣＭ（１５秒）を放映しました。 
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救うことを、つづける。 

             

 

 
 

            

             

             

             

             

             

             

             

活動資金へのご協力を、よろしくお願いいたします。 

 

また、年間を通して、テレビ和歌山様のご協力のもと、テレビＣＭ（１５秒・ 

３０秒）を放映しＰＲを行いました。 

 

・テレビＣＭ「あなたの手となり、ぬくもりとなり」 

（１）          （２）          （３） 

   

   そのまなざしは、    あなたのまなざしだ。     そのぬくもりは、 

（４）          （５）          （６） 

   

  救うを託されている。       活動資金へのご協力を、          そして、今も。 

               よろしくお願いいたします。 

 

⑨ 赤十字広報ポスター及びリーフレットによる広報活動 

本社が作成した赤十字ポスターやリーフレットを地区分区、大手スーパー各店

舗および関係各所に掲示していただくようお願いし、赤十字活動のＰＲに努め

ました。 

  

年間ポスター 
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⑩ 横断幕による広報活動 

  年間を通して、当支部が所在する日赤会館の外壁に横断幕を掲出し、赤十字 

活動と活動資金募集のＰＲに努めました。 

また、５月の赤十字運動月間の期間中は、フレーズを替えた横断幕で周知を 

   図りました。 

 

 

 

 

（２）赤十字運動月間（５月） 

① 赤十字運動月間周知キャンペーン及びクリーンキャンペーン 

令和３年５月１日から３１日の赤十字運動月間には、地域赤十字奉仕団員の 

   ご協力を得て、ＪＲ和歌山駅など県内各地で赤十字会員の募集を啓発する街頭 

   募金活動等を行う「赤十字運動月間周知キャンペーン」及び地元地域で清掃を 

   行う「クリーンキャンペーン」を、新型コロナウイルス感染拡大防止策を十分

に行って実施していただきました。 

 

② 懸垂幕の掲出 

 赤十字運動月間中、多くの方々に赤十字運動月 

間を知っていただくため、懸垂幕を和歌山市内ホ 

テルに掲出し、活動資金募集のＰＲに努めました。 
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８ 評議員会 

 

支部の重要な業務についての審議や、支部長、副支部長等の役員の選出等を行う評

議員会は、会員の中から選出された評議員をもって組織されます。 

令和３年度に開催した評議員会の概要は、以下のとおりです。 
 

開催日 付議事項 報告事項等 

令和３年４月６日 
【文書審議】 

・役員(副支部長)の選出について － 

令和３年５月 21日 
【文書審議】 

・役員(副支部長)の選出について － 

令和３年６月９日 
【文書審議】 

・令和２年度支部事業報告及び歳入
歳出決算 

・令和２年度医療センター事業報告
及び歳入歳出決算 

・令和２年度支部歳入歳出補正予算 
・令和２年度医療センター歳入歳出 

補正予算 
・令和２年度血液センター事業報告 

令和３年 12 月 13 日 
【文書審議】 

・役員(支部長)の選出について － 

令和４年２月９日 
【文書審議】 

・役員(本社代議員)の選出について 
・令和４年度支部事業計画及び歳入

歳出予算 
・令和４年度医療センター事業計画

及び歳入歳出予算 
・令和４年度血液センター事業計画 

 
 

・令和３年度医療センター歳入歳出
補正予算 

 
 

【支部役員名簿 ※令和４年３月３１日時点】 
役 職 氏 名  役 職 氏 名  役 職 氏 名 

支 部 長 仁坂 吉伸  本 社 理 事 木谷 聡一  顧 問 髙垣 博明 

副 支 部 長 岡本   章  本社代議員 石井 太郎  参 与 山本 佳之 

〃 志場 紀之  〃 岡本 政仁  参 与 小峰 伸也 
   監 査 委 員 野志 幸生    

   〃 西平都紀子    

 

【評議員名簿 ※令和４年３月３１日時点】 
選 出 別 氏 名  選 出 別 氏 名  選 出 別 氏 名 

支部長選出 島   正博  海南市地区 神出 政巳  岩出市地区 中芝 正幸 

〃 木谷 聡一  〃 谷口   功  〃 家原みや子 

〃 中谷    弘  橋本市地区 乾   幸八  海 草 地 区 小川 裕康 

〃 大桑  堉嗣  〃 中谷  陽介  〃 吉村 耕治 

〃 勝本  僖一  有田市地区 望月 良男  伊 都 地 区 平野 嘉也 

〃 小向 俊和  〃 宮﨑   正  〃 宮本 圭子 

〃 岡本 政仁  御坊市地区 三浦 源吾  有 田 地 区 中山 正隆 

〃 中岡 俊明  〃 酒本 和彦  〃 北村 忠治 

和歌山市地区 尾花 正啓  田辺市地区 真砂 充敏  日 高 地 区 松本 秀司 

〃 石井 太郎  〃 愛瀨美智子  〃 植田 英明 

〃 前島五十昭  新宮市地区 榎本 義清  西牟婁地区 奥田   誠 

〃 西村 征男  〃 大谷 康央  〃 上山惠美子 

〃 楠見 皓生  紀の川市地区 岸本   健  東牟婁地区 西前 啓市 

〃 尾家 賢司  〃 赤井美佐子  〃 和田 千明 
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９ 決算概要 
 

【令和３年度一般会計（和歌山県支部） 歳入・歳出決算概要】 

歳  入 

項  目 決算額（千円） 比率 備考 

社資収入 182,624 66.9% 
 

補助金及び交付金収入 1,875 0.7% 本社からの交付金 

繰入金収入 21,310 7.8% 過年度積立金の繰入れ 

資産収入 43,576 15.9% 和歌山県日赤会館に入居するテナントからの賃料等 

雑収入 5,902 2.2% 講習で使用する教材の頒布収入、貸会議室の利用収入等 

前年度繰越金 17,753 6.5% 
 

歳入合計 273,044 
  

 
歳  出 

項  目 決算額（千円） 比率 備考 

災害救護事業費 21,220 8.2% 救護訓練の実施や救護資機材の整備等に要した費用 

社会活動費 20,600 7.9% 
救急法等の普及、奉仕団や青少年赤十字の育成等に要 

した費用 

国際活動・本社活動費 26,598 10.2% 国際的、全国的な活動のために拠出した費用 

地区分区交付金支出 11,240 4.3% 市町村への赤十字活動交付金 

社業振興費 23,164 8.9% 活動資金の募集や広報活動に要した費用 

基盤整備交付金・ 

補助金支出 
2,500 1.0% 日本赤十字社和歌山医療センターへの交付金 

積立金支出 95,647 36.8% 災害に備えるための資金への積立金等 

一般管理・資産管理費 58,674 22.6% 
業務運営に要した人件費や物品等購入費、日赤会館の 

維持管理に要した費用等 

歳出合計 259,646 
  

 

      
 

歳入歳出差額（翌年度繰越額）13,398千円          
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